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１.ログイン

1-1. メインユーザログイン

インターネットでaprasを開き、ログインします。
接続先URL ： https://smart.apras.jp/web/
※ユーザにはメイン、サブの2種類があります。サブユーザは実行できる操作に
制限がかかります。詳細は「1-3.サブユーザについて」を参照してください。

「JAコード」「ユーザ名」「パスワード」を入力し、［ログイン］をクリックします。
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https://smart.apras.jp/web/


１.ログイン

1-2. サブユーザログイン

［サブユーザでログイン］をクリックします。サブユーザ用のログイン画面が
表示されます。

「JAコード」「ユーザ名」「ユーザコード」「パスワード」を入力し、
［ログイン］をクリックします。
※サブユーザを利用するには事前にサブユーザの作成が必要です。
サブユーザの作成方法は「2-3.ユーザ管理」を参照してください。
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１.ログイン

サブユーザとは、メインユーザを操作して生産者様ご自身で作成していただくユーザで
す。
サブユーザはメインユーザと共通のデータを操作できますが、圃場の設定は出来ないな
ど、実行可能な操作に制限がかかります。

操作制限項目
・圃場管理
・マスタ管理
・ユーザ管理
・履歴の提出

また、メインユーザはサブユーザのアカウント停止やパスワードの変更が可能です。
サブユーザを適切に管理、配布することで多人数での作業記録を効率的に作成すること
が可能となります。
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1-3. サブユーザについて



2.初期設定

2-1. 圃場管理

作業記録で利用する圃場情報を作成します。
［圃場管理］をクリックします。
※圃場情報の利用予定がない場合、本項はスキップしてください。
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2.初期設定

地図が表示されます。
地図をドラッグして登録する圃場まで移動します。
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2.初期設定

［新規ポリゴンの作成］をクリックします。
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2.初期設定

地図をクリックすることで、点を打つことができます。
圃場の形に合わせて点を打っていきます。
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圃場の形が完成したら、確定をクリックします。



2.初期設定

圃場名、期間を入力して、[登録する]をクリックします。
※期間の入力は必須ではありません。
年度や時期で、表示する圃場を変更したい場合に入力します。
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2.初期設定

以上の手順を繰り返し、必要な圃場を作成します。
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③

②

①

①期間と基準日が重なる圃場のみ表示するように、絞り込みを行います。
この画像では、基準日が「2021/04/01」のため、期間に「2021/04/01」
が含まれる圃場が表示されています。

②登録した圃場を一覧表示します。

③登録した圃場を地図表示します。



2.初期設定

作成した圃場が表示されない場合、期間が基準日に含まれていない可能性があります。
期間と基準日をご確認ください。
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2.初期設定

2-2. マスタ管理

作業記録で利用する作業者、機械情報を作成します。
［マスタ管理］をクリックします。
※作業者、機械情報の利用予定がない場合、本項はスキップしてください。
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2.初期設定

情報を登録したい項目に対して、[追加する]をクリックします。
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登録する名称を入力し、[追加する]をクリッ
クします。



2.初期設定

以上の手順を繰り返し、作業者、機械を登録します。
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①名称を編集出来ます。

②表示順を並び替え出来ます。

①

②



2.初期設定

2-3. ユーザ管理

作業記録で利用するサブユーザを作成します。
［ユーザ管理］をクリックします。
※サブユーザの利用予定がない場合、本項はスキップしてください。
メインユーザとサブユーザの違いについては、「1-3.サブユーザについて」
を参照してください。
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2.初期設定

[新規]をクリックします。
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必要な情報を入力し、[登録する]をクリックします。
必須項目は「ユーザコード」「パスワード」「氏名」の
3項目です。



2.初期設定

以上の手順を繰り返し、サブユーザを登録します。
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2.初期設定

2-4. ユーザ設定

作業記録で利用する機能を設定します。
作業者や機械など一部の入力項目の表示や、圃場地図の利用の有無を切り替える
ことができます。
［人型のアイコン］⇒[設定]を順番にクリックします。
※デフォルトでは全ての機能を利用する設定となっています。
この設定に関わらず、切り替え可能な機能は必須入力ではありません。
設定の変更が不要な場合は、本項はスキップしてください。
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2.初期設定

設定の変更を行います。
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設定の各項目は次ページから解説します。

①

②

③

④



2.初期設定

①圃場地図を使用する
apras上での地図の利用の有無を選択できます。
デフォルトでは地図を利用する設定です。
設定をオフにすることで、画面から地図と[圃場管理]ボタンが非表示になります。
また、この他の地図を利用する機能も全て非表示となります。
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地図を利用する 地図を利用しない



2.初期設定

②[一覧｜地図]の選択で地図をデフォルトにする（アプリのみ）
アプリで履歴データを選択する際の初期表示を、一覧、地図の2つから選択できます。
デフォルトでは一覧表示です。

※上記はスマートフォンアプリの表示に関する設定となります。
PC版aprasには影響を与えません。（以下は参考画像です）
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一覧表示 地図表示



2.初期設定

③作業者記録を使用する
作業記録を登録する際、作業者の入力欄を表示するか選択できます。
デフォルトでは作業者欄を表示します。
設定をオフにすることで、作業者の入力欄が非表示になります。

※この設定をオフにすると自動的に機械の入力欄も非表示になります。
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作業者記録を利用する 作業者記録を利用しない

作業記録の方法については「4.作業記録」を参照してください。



2.初期設定

④機械記録を使用する
作業記録を登録する際、機械の入力欄を表示するか選択できます。
デフォルトでは機械欄を表示します。
設定をオフにすることで、機械の入力欄が非表示になります。
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機械記録を利用する 機械記録を利用しない

作業記録の方法については「4.作業記録」を参照してください。



3.履歴作成

3-1. 新規作成

作業記録を記帳する作物の履歴を作成します。
［新規作成］をクリックします。
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3.履歴作成

「栽培年度」「作物名」「備考」を入力して、[作成する]をクリックします。
※「備考」の入力は必須ではありません。
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「作物名の選択」は一覧表示されます。
検索バーを利用すると見つけやすくなります。



3.履歴作成

以上の手順を繰り返し、栽培する作物を登録します。
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4.作業記録

4-1. 作物選択

作成した履歴に、作業記録を記帳します。
記帳する作物名をクリックします。
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4.作業記録

「2-1. 圃場管理」を行うことで、圃場地図からも作物を選択出来るようになります。
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4.作業記録
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4.作業記録

4-2. 基本情報の編集

基本情報を編集します。
[編集する]をクリックします。
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4.作業記録

履歴作成で登録した内容が表示されます。
内容を入力し、[更新する]をクリックします。
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4.作業記録

4-3. 耕種概要の編集

耕種概要を編集します。
[編集する]をクリックします。
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4.作業記録

内容を入力し、[更新する]をクリックします。
入力した内容が、作物に対する耕種概要として登録されます。
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4.作業記録

4-4. 圃場の編集

作物と圃場の紐づけを行います。
[編集する]をクリックします。
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4.作業記録

作物を栽培している圃場の情報を入力します。
圃場地図欄をクリックすることで、初期設定で作成した圃場を選択することが出来ます。
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圃場を選択することで、圃場作成時の設定内容
が自動入力されます。

圃場面積は自動計算の結果が表示されますが、
値の微調整が必要な場合は手入力で打ち変えが
出来ます。



4.作業記録

初期設定で圃場を作成していない場合には、圃場番号を手入力することで圃場の
登録が行えます。
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4.作業記録

圃場は複数登録出来ます。
栽培する圃場を全て登録します。
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4.作業記録

作物の栽培を進めていく中で、1つの圃場を複数個に分割したくなった場合には
[圃場分割]をクリックします。
対象となる圃場と分割数を選択することで、圃場の分割を行えます。
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4.作業記録

圃場分割を行う際、既に記帳していた作業がある場合は、該当の作業は分割後の
圃場に自動的に引き継がれます。
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圃場分割前 圃場分割後



4.作業記録

作物と圃場の紐づけを行うことで、圃場地図に作物が反映されました。
赤枠内の凡例に沿って、圃場が色分けされています。
[色の編集]をクリックすることで、圃場の色は変更出来ます。
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4.作業記録

圃場表示色の編集を行います。
※関連付けなしの圃場色は変更出来ません。

- 41 -

・↑↓
色の付いた■をドラッグアンドドロップすることで、凡例を表示する順番を並び替えます。

・凡例表示名
凡例として表示する際の名前を入力します。

・作物名
作物名をドラッグアンドドロップすることで、該当の作物をどの色で表示するかを変更します。



4.作業記録

4-5. 作業記録

作業記録の記帳を行います。
[新規登録]をクリックします。
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4.作業記録

作業記録の編集を行います。
記入する内容、方法は項目ごとに分けて次ページから解説します。
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①

②

③

④



4.作業記録

①作業情報
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・作業年月日
作業を実施した日付を手入力、またはカレンダーから選択してください。

・作業名
作業名欄をクリックすると、JAにより登録されている作業名が一覧表示されます。
実施した作業を選択してください。

・備考
作業メモとして残したい情報がある場合に記載してください。



4.作業記録

①-1作業名の選択
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作業名の一覧です。実施した作業をクリックします。
該当する作業がない場合には、赤枠内に作業名を手入力出来ます。
また、[ヒント]をクリックすることで、実施した作業をどの作業として登録するかのヒント
が表示されます。



4.作業記録

②圃場
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作業を実施した圃場を選択します。
圃場名をクリックすることで、チェックを切り替えます。

[地図から選択]をクリックすることで、圃場を地図表示します。
圃場名だけでは分かりづらい場合には地図上から選択出来ます。
※圃場管理で圃場を作成していない場合には表示されません。



4.作業記録

②-1圃場の選択
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圃場の地図表示です。
圃場管理で作成した圃場の内、記帳中の作物と紐づけた圃場のみ表示されます。

作業を行った圃場を選択し、[確定する]をクリックします。



4.作業記録

③作業者
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・作業者
作業を行った作業者を入力します。
作業者欄をクリックすることで、マスタ管理で登録した作業者の一覧が表示されます。

・作業時間
作業の開始時間と終了時間を入力します。



4.作業記録

④機械
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・機械名
作業に用いた機械を入力します。
機械名欄をクリックすることで、マスタ管理で登録した機械の一覧が表示されます。

・作業機
作業に用いた作業機を入力します。
作業機欄をクリックすることで、マスタ管理で登録した作業機の一覧が表示されます。

・オペレーター
機械の操作を行ったオペレーターを入力します。
オペレーター欄をクリックすることで、マスタ管理で登録した作業者の一覧が表示されます。

・稼働時間
機械稼働の開始時間と終了時間を入力します。



4.作業記録

作業名で「肥料散布」、「農薬散布」を選択した場合、①～④に加えて使用した肥料、
農薬を入力する項目が追加されます。

- 50 -

⑤ ⑥



4.作業記録

⑤肥料
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・肥料名
使用した肥料を入力します。
コードの手入力、または肥料名欄をクリックすることで、肥料名での検索が出来ます。

・施用量
肥料の施用量を入力します。
数値を入力し、単位を一覧から選択します。



4.作業記録

⑤-1肥料検索
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肥料名を入力することで、該当する肥料の一覧が表示されます。
使用した肥料を一覧から選択します。



4.作業記録

⑤-2肥料検索
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2回目以降は、過去に入力した内容が選択候補として表示されるようになります。



4.作業記録

⑤-3肥料入力
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肥料コード「9999」を入力することで、肥料の手入力が出来ます。

肥料名や各成分を自由に入力することが出来ます。
使用した肥料が登録されていない場合には、この画面
から登録します。



4.作業記録

⑥農薬
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・農薬名
使用した農薬を入力します。
コードの手入力、または農薬名欄をクリックすることで、農薬名での検索が出来ます。

・使用方法
農薬の使用方法を入力します。
使用方法欄をクリックすることで、一覧表示されます。

・使用倍率・量
使用倍率、および使用量を入力します。
数値を入力後、[単位]をクリックして一覧から単位を選択します。

・散布水量
農薬とともに散布した水量を入力します。



4.作業記録

⑥-1農薬検索
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農薬名を入力することで、該当する農薬の一覧が表示されます。
使用した農薬を一覧から選択します。



4.作業記録

⑥-2農薬検索
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2回目以降は、過去に入力した内容が選択候補として表示されるようになります。



4.作業記録

作業の入力が終わったら、[登録する]をクリックします。
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4.作業記録

作業が登録されました。
また、今回の例では農薬散布の作業を登録したため、農薬欄に使用した農薬の情報が登
録されています。
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4.作業記録

肥料散布、農薬散布の作業は、それぞれ肥料欄、農薬欄の[新規登録]からも登録出来ます。
※肥料、農薬を扱わない作業の登録は、作業欄からのみ行えます。
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4.作業記録

登録した作業の編集を行う場合には[🖊]、削除を行う場合には[🗑️]をクリックします。
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4.作業記録

4-6. 生育記録

生育記録の登録を行います。
[新規登録]をクリックします。
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4.作業記録

登録する生育記録の情報を入力します。
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・生育年月日
生育記録として残したい年月日を入力します。

・生育ステージ
生育ステージ欄をクリックすることで、生育ステージの一覧が表示されます。

・備考
メモとして残したい内容がある場合に入力します。

・圃場
生育記録を登録する圃場を選択します。



4.作業記録

生育記録の情報が登録されます。
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4.作業記録

4-7. データ出力

登録したデータをファイルとして出力します。
[印刷用ページ]、または[エクセル出力]をクリックします。
[印刷用ページ]では印刷用のPDFを、[エクセル出力]ではエクセルをダウンロードします。
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4.作業記録

出力する項目を選択します。
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[印刷用ページ] [エクセル出力]



4.作業記録

登録したデータが、指定のファイル形式でダウンロードされます。
以下はファイルを開いた際の表示です。
※ダウンロードしたファイルは手動で開いてください。
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[印刷用ページ] [エクセル出力]



5.肥料詳細

- 68 -

作業記録で肥料の登録をすると、[肥料詳細]をクリックすることで、肥料の使用履歴、成分総量、
成分比率を確認することが出来ます。

5-1. 肥料詳細



5.肥料詳細
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・成分比率

・使用量



6.農薬診断

6-1. 農薬診断

記帳した作業記録をもとに、農薬診断を行います。
農薬欄の[農薬診断]、または画面右上の[農薬診断表示]をクリックします。
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6.農薬診断

農薬診断画面です。
各項目の解説は後述します。
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①

②



6.農薬診断
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④③

⑥

⑤

農薬診断画面です。
各項目の解説は後述します。



6.農薬診断
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①診断結果

農薬診断の結果です。
基準を満たしていない項目や、確認が必要な項目を表示します。

診断結果に問題がない場合は、「指摘事項はありません。」と表示されます。



6.農薬診断
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②使用基準

使用した農薬の希釈倍率などの使用基準が表示されます。

基準に沿わない使用方法は赤字で強調されます。

また、農薬の名前をクリックすることで、詳細な農薬情報を表示出来ます。



6.農薬診断
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②-1農薬情報



6.農薬診断
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③剤別回数

薬剤別の使用回数です。

使用できる回数を超過している場合は、赤字で強調されます。



6.農薬診断
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④成分別回数

薬剤に含まれる成分別の使用回数です。

使用できる回数を超過している場合は、赤字で強調されます。



6.農薬診断
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⑤カレンダー

使用した農薬と作物の収穫日に合わせて、「農薬施用日」、「収穫不可日」、「収穫日」、「収穫
違反日」が表示されます。

農薬施用後の「収穫不可日」と「収穫日」が重複した場合、「収穫違反日」として記録されます。



6.農薬診断
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⑤-1農薬使用状況

色の付いた日付にマウスカーソルを合わせることで、その日付の農薬使用状況が表示されます。

※画像は左から、5月17日、5月18日、5月21日にマウスカーソルを合わせています。

5月17日 5月18日 5月21日



6.農薬診断
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⑥圃場選択、PDF出力

圃場を選択することで、圃場ごとの農薬診断を行うことが出来ます。

また、[PDFに変換]をクリックすることで、表示されている農薬診断結果をPDFファイルとしてダ
ウンロードすることが出来ます。

圃場ごとの農薬診断は単一の圃場だけではなく、圃場を自由に組み合わせて診断出来ます。



7.特栽診断

7-1. 特栽診断

記帳した作業記録とJAが定めた特栽基準をもとに、特栽診断を行います。
農薬欄の[特栽診断]をクリックします。

- 81 -



7.特栽診断
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診断に使う作型を選択します。
作型欄をクリックすることで、登録されている作型が一覧表示されます。
特栽基準が登録されていない作物では選択できません。
※JAで特栽基準が登録されていない場合、特栽診断は実施できません。



7.特栽診断
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作型を選択することで、診断結果と登録されている基準が表示されます。
各項目の解説は後述します。

①

②



7.特栽診断
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作型を選択することで、診断結果と登録されている基準が表示されます。
各項目の解説は後述します。

③

④



7.特栽診断
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①診断結果

特栽診断は、2種類の基準によって診断を行います。
・成分総使用回数
・成分回数



7.特栽診断
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①-1成分総使用回数

全ての農薬の総使用回数を診断基準とします。

成分回数が基準を超過した場合には、赤字で強調されます。



7.特栽診断
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①-2成分回数

農薬をグループ分けし、グループごとの使用回数の合計を診断基準とします。

グループごとの使用回数が基準を超過した場合には、合計欄が赤字で強調されます。



7.特栽診断
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①-3成分回数

使用が認められていない農薬を使用していた場合、農薬名が赤字で強調されます。

直接使用が認められていない場合でも、同一成分の農薬の使用が認められている場合には同じグ
ループの農薬としてカウントされます。

ゴーゴーサン乳剤とゴーゴーサン乳剤３０は
同じグループとして処理される。



7.特栽診断
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②特栽基準

JAが設定した特栽基準です。

対象農薬、用途、成分回数などがグループ毎に設定されています。



7.特栽診断
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③農薬詳細

栽培過程で使用した農薬の一覧です。

診断結果と照合して確認する際に利用します。



7.特栽診断
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④圃場選択

圃場を選択することで、圃場ごとの特栽診断を行うことが出来ます

農薬診断同様、圃場を自由に組み合わせて診断出来ます。



8.履歴提出

8-1. 履歴提出

記帳した作業記録をJAに提出します。
[履歴の提出]をクリックします。

- 92 -



8.履歴提出
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履歴を提出することで、以降作業記録などの編集が行えなくなります。
確認の上、ご提出ください。

提出した履歴はJA側で確認を行います。



9.統計

9-1. 履歴統計

栽培した作物の統計データをCSV形式でダウンロードします。
[履歴統計]をクリックします。

- 94 -



9.統計
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ダウンロードするデータは、栽培年度と作物名による絞り込みが出来ます。
ダウンロードするファイルは、種別欄をクリックすることで選択出来ます。

・履歴概要
作成した履歴の一覧と耕種概要が出力されます。

・農薬
どの作物に、いつ、どのくらい、何の農薬を使用したかが出力されます。

・肥料
どの作物に、いつ、どのくらい、何の肥料を使用したかが出力されます。



9.統計

9-2. 作業統計

実施した作業の統計データをCSV形式でダウンロードします。
[作業統計]をクリックします。

- 96 -



9.統計
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ダウンロードするデータは、栽培年度と作物名、作業年月日による絞り込みが出来ます。
ダウンロードするファイルは、種別欄をクリックすることで選択出来ます。

・履歴別作業時間
記帳した作業者、作業内容、作業時間を、履歴別に一覧で出力します。

・作物別作業時間合計
どの作物に対して、誰が、何の作業を、どのくらい行ったかの統計を出力します。

・履歴別機械稼働時間
記帳した機械の稼働内容、稼働時間を、履歴別に一覧で出力します。

・履歴別作業、機械稼働時間
記帳した作業内容と機械の稼働内容を、履歴別に一覧で出力します。



10.資材検索

10-1. 農薬検索

農薬の「登録情報」、「成分」、「適用」を登録番号や農薬名などをもとに検索します。
[資材検索]をクリックします。

- 98 -



10.資材検索
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「農薬」タブが開かれていることを確認し、農薬を検索します。
登録番号の入力や、農薬名欄をクリックすることにより農薬名検索が出来ます。
また、病害虫名、有効成分、残留成分などを条件とした詳細検索も可能です。



10.資材検索
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病害虫名による検索の一例です。
対象の病害虫を選択することで、有効な農薬を検索します。



10.資材検索
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検索を行うことで、農薬についての詳細な情報が表示されます。



10.資材検索

10-2. 肥料検索

肥料の「登録情報」、「成分」を肥料コードや肥料名などをもとに検索します。
[資材検索]をクリックします。

- 102 -



10.資材検索
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[肥料]をクリックし、肥料タブを開きます。
肥料コードの入力や、肥料名欄をクリックすることにより肥料名検索が出来ます。
また、成分を条件とした肥料検索も可能です。



10.資材検索
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成分検索の一例です。
成分の下限、上限を設定し、[検索]をクリックします。



10.資材検索
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検索を行うことで、肥料についての詳細な情報が表示されます。



11.お知らせ

11-1. お知らせ

メンテナンス作業の実施に関する情報など、aprasの利用に関わる情報が表示されます。

- 106 -



11.お知らせ
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未読のお知らせがある場合には、赤字で強調されます。
確認するには、[お知らせ]をクリックします。



11.お知らせ
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受信したお知らせが一覧表示されます。
必要な情報を確認してください。メールマークをクリックすると、お知らせを既読に変更す
ることができます。


